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　５月31日（土）に、占冠中央小学校と占冠中学校の小中一貫校として
の事業である小中合同運動会を実施しました。合同運動会は2023年
から始まりました。早いもので、小学校の運動会と中学校の体育祭が
「合同運動会」に形を変えての開催も今回で３回目になりました。
　合同運動会の計画案作成等の準備は今年の１月から始まりました。
まずは、昨年度の反省を生かしながら、より小中一貫の目的を達成で
きるような案を作成し、ICTを活用し連携を図りました。また、小学
校と中学校教職員での対面の合同会議等を行いながら、児童生徒での
小中合同練習、合同係会議を行い、本番に向けて子どもたちが全力を発揮できるように準備を進めました。
　運動会当日は、徒競走に緊張しながらも全力で競技に取り組む小学生の姿や、お兄さんお姉さんらしく小
学生に競技のアドバイスをしたり、自分の競技だけでなく係活動にテキパキと行動する中学生の姿が見られ
ました。合同で実施する意義が児童生徒にも伝わり、子どもたちがそれぞれに成長できた運動会になったと
考えています。これから教職員で反省を行い、学校運営協議会をはじめ保護者や地域の皆さまのご助言をい
ただきながら、次年度により良いものになるように改善していきたいと考えています。
　その他の取り組みとして、今年度も小学校と中学校の乗り入れ授業を行っています。現在、小学校教諭が
中学校の音楽授業を行い、中学校英語教諭が小学校高学年の外国語の授業を行っています。それぞれ週２～
３時間程度の乗り入れを実施しております。
　乗り入れの目的は、中学校の教員が小学校で指導したり、小学校の教員が中学校で指導することによって、
小・中学校の連携を深めること、また、９年間を通じた学びの連続性、児童生徒の成長段階を踏まえた指導
を行い、学力向上や学習意欲の向上を図ることにあります。さらに、小学校と中学校が連携し、行事などを
共同で実施することで、子どもたちの地域への愛着を深めていきたいと思います。合同運動会に引き続き、
９月に小学校と中学校合同の文化発表会を行います。地域の皆さまもぜひいらしてください。

小中一貫校としての取り組み小中一貫校としての取り組み
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問　富良野広域連合富良野消防署占冠支署
☎　56‐2119

リチウムイオン電池の火災にご注意をリチウムイオン電池の火災にご注意を！！

救急出場状況
（５月分）

交通事故　１件（ ０人）
一般負傷　２件( ２人）
急　　病　８件( ７人)
そ の 他　１件( ０人)

５ 月 計  12件( ９人）
累　　計 114件( 94人）

※（　）内は傷病者搬送人員

～ 夏の海  少しの油断が  事故のもと ～水難の防止水難の防止

問　占冠駐在所
☎　56‐2110こちら駐在所です野生動物対策の状況 問　農林課林業振興室

　野生鳥獣専門員
☎　56‐2174

　５月の駆除捕獲数は 56 頭でした。前月よりやや
多く前年同月と同程度です。６月に入ると今年生ま
れの子ジカを見かけるようになりました。子ジカは
生後幾日かは、授乳時を除いて物陰に隠され動かず
にいるといわれます。早い個体は５月下旬に出産し
ているようですが、遅くはいつまであり得るのか、捕
獲個体の受胎状況などからも調べを進めています。

　村ではシカ
捕獲従事者の
安全指導、技
量向上を目的
に一斉捕獲活

動日を設けており、今年は５月と６月に１回ずつ実
施済みです。この日は捕獲効率よりも研修内容重視
で、法規の確認や安全な操作、効果的な接近など、職
員や従事者同士の交流を通じて学び合いました。

エゾシカ
　６月 20 日現在、大きな動
きは見られません。６月上旬
に上・中トマムで散発的に出
現がありましたが一過性のよ
うです。
　件数を過去年と比べると、
春は去年と今年が記録的に静
かで、６月は今年も含め同程度、最盛期の７月は年に

よる差が拡大しています（上図）。
現時点では、この夏の動向を予測
する材料に乏しいといえます。
　釣りや川遊びに良い季節。ヒグ
マも涼を求めて水辺にいるかも
しれません（左写真）。行動は見晴
らしの良い場所を選び、楽しく注
意も怠りなく。

ヒグマヒグマ

　遊泳区域外では、急な深みなどがあり多くの危険性が潜んでいます。潮が沖に流れていく離岸流もあるの
で注意しましょう。

指定された遊泳区域内で泳ぎましょう指定された遊泳区域内で泳ぎましょう

　波の力で倒れたり、沖に流される危険があります。保護者の方は水辺で遊ぶ子どもから目を離さず、近く
にいるようにしましょう。

子どもから目を離さないようにしましょう子どもから目を離さないようにしましょう

　体調不良時やお酒を飲んだ後は、呼吸が乱れやすく溺れる可能性がある
ので泳がないようにしましょう。

体調不良時や飲酒後は泳がないようにしましょう体調不良時や飲酒後は泳がないようにしましょう

　高波時の防波堤や滑りやすい岩場、流れが早い岸辺などには近づかず、
安全な場所で行いましょう。

釣りをする時は必ず救命胴衣を着用しましょう釣りをする時は必ず救命胴衣を着用しましょう

　危険な運転はせず、必ず救命胴衣を装着して安全航行に努めましょう。
水上オートバイで遊泳区域に入らないようにしましょう水上オートバイで遊泳区域に入らないようにしましょう

ＨＥＬＰＨＥＬＰ！！

　落とす、ポケットに入れたまま座る、ペットが噛む、廃棄のため分解する
等の行為は、バッテリーが損傷し発熱、発火の原因となります。

強い衝撃を与えない！強い衝撃を与えない！

　機器本体のメーカーと無関係の事業者が販売しているバッテリーを使用
すると、純正品に比べて事故のリスクが高まります。ネット通販などで購入
する際は注意してください。

非純正のバッテリーは使用しない！非純正のバッテリーは使用しない！

　電気用品安全法に定められた基準に適合しているマーク
です。電気製品を購入する際はマークを確認しましょう。

ＰＳＥマークのある製品を使用しましょう！ＰＳＥマークのある製品を使用しましょう！

火災を防ぐための注意点火災を防ぐための注意点

　リチウムイオン電池は、電極にリチウムを含んだ蓄電池です。充電可能、小型、
大容量と便利なためスマートフォン、パソコン、加熱式たばこ、モバイルバッテ
リーなど身近な電化製品に使われ、私たちの生活を支えてくれています。

リチウムイオン電池とは？リチウムイオン電池とは？

　便利な一方で、リチウムイオン電池の電解液は危険物（第４類第２石油類）に
該当し、リチウムイオン電池が原因の火災も全国的に発生しています。危険性を
理解して安全に使用しましょう。

リチウムイオン電池の危険性リチウムイオン電池の危険性
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鵡川で遊ぶヒグマ鵡川で遊ぶヒグマ
（６月 17 日 ニニウ）（６月 17 日 ニニウ）


